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＜連絡事項＞
・3/13（金）朝食献立内容が「なめたけ」→「さけふりかけ」へ変更となります。

＜患者様連絡事項＞
・種本　てる様～舩場Drより点滴同内容にて明日より7日分処方となる。また、全身浮腫あるため本日のみ利尿剤(カンレノ酸カリウム0.5V＋生食10ml)施行指示あり。血圧低値ある為利尿剤は船場Dr出勤時に状態見ながら使用検討していくとの事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。スタッフへ対しアニメに関する話し掛け頻回にあり、介入要するがその他不穏さ、妄想に左右された様子無し。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。表情の冴えなさ見られるが対面時の高圧的な態度、口調、妄想様言動無し。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・斎藤　志郎様～自室で臥床し過ごしている。不穏さ無く対面時穏やか、母様に対する被害的な言動無いが、退院先は施設を希望する、主治医との面談を希望する等の内容の話し掛け頻回。
・中居　松男様～放歌、奇異な踊り等無いがホール内机を叩く、他患者様に向かい大声を上げる様子あり介入要す。
・和田　みよ子様～10：00体温39.3℃、痰鳴聞かれ酸素飽和濃度70％台まで低下。吸引にて90～92％まで改善。10：15発熱時継続指示アンヒバ坐剤挿肛し、
　　　　　　　　　14：00　37.0℃まで解熱、酸素飽和濃度も98％。その他バイタルサイン異常は無し。ケア時抵抗ある為スタッフ2名にて介助行う。ライントラブルなし。





















・木村　よしゑ様～体温36.8～37.2℃、その他バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下はない。やや体動の活発さ見られてきているが過度ではなくライントラブルもない。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・和田　昌様～ハロぺリドール（1）→（0.75）へと減薬、バルプロ酸（200）1T　1×vds
へと追加。他処方変化なし。
・藤井　崇史様～3/10採血実施し結果確認後薬剤調整を検討中。
・中山　真由美様～アラミスト点鼻薬、デルトピカ軟膏処方となる。定期薬変更なし。
・他患者様処方変更等なし。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：3月6日 12:19

　氏　　名：村山　和久（むらやま　かずひさ）様

　生年月日：昭和50年1月23日　45歳

　病　　名：アルコール依存症

　性　　別：男性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：任意入院

　病　　棟：東Dユニット20号室

(経過）

　現在は無職で岩手県にて単身生活中。

　初飲は20歳で以降連日飲酒していた。連続飲酒状態でR1年5月頃から起床後の嘔吐や振戦が出現。R1年9月には飲酒後に車の運転をして検挙され、免許取り消しの処分

を受けている。

　R1年6月頃より振戦や嘔吐、歩行時のふらつき・転倒等の症状が悪化。症状に対しての不審はあったが、自ら精神科病院への受診はさけ、R1年12月に内科種市病院を受診。上記症状から精神科病院での治療を進められていたが受診に至らず経過。

　その後も飲酒行動（焼酎440mlをストレート）は続け「ヤクザに監視・盗聴をされている」等の幻覚・幻聴等の症状が出現。また自身で妄想に左右されて警察に通報する行為見られていた。警察の介入後、警察署から依頼を受けて保健センターの介入が開始。上記状態から保健師の支援にも応じ、断酒目的でのアルコール依存症治療プログラム実施の希望があり本日当院初診。R2.3.6東病棟Dユニットへ任意入院となる。

・業者洗濯
・アルプロは身体症状改善後に実施予定。
